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　　こ れ らの 硝果 よ り發生 の 機構を解析すれば ， 發 生分化 の 間に酵 紊系は夫 a 特 有の 時期 に
’maXimum に 働 き ，

　 そ れ に封鰾す る か の 楾 に substrate の 轉換が み られ る 。 し か も， こ の 酵素並 に 基質 の 滔長は mesod 俘m 系，

　　 ectoderm 系で 夫 k 特有 な時間的．室 聞的 勾配 を もつ 。 從 つ て ， 分化 の 上 に ， 蛋白活面 の 勾配的變異に よ つ

　 て 現れ る特這根 が 問題 に な る 。 此 事は colloid
，
滴 定 試藥 に よ る賓融 ， 及 び 免 疫 反 應 に よ り詳 細 に 立 鐙化學的

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 「　　　　 　　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　 j

・
　 に探索す る こ とb咄 來た g

　　 （問） ehick の ectOderm の 場 合 glycogen の 含跫が 少い よ 5に見受け た が 他 の 場 合 に 比 し ど 5ですか 。

　 又 91ycoprotein の 含有 glycOgen は saliva に よ り容易に淌化 さ れ ま す か 。 （玉 手英夫 ）

　　 （答＞ glycogen は 他 の 胚域 と比 ぺ て 比鮫的 少い 。glycogen は 唾液に よ り容易に清化され る故除外出來る 。

　　 （問〉 （1） glycoprotein の 檢田方法 は な ｝こ に よ つ た か 。 　 （2）個 々 の 儉出方法 の 信頼 憧 に つ い て ほ どの 程

　 度の 吟球を 行 わ れたか 。 （柴谷篤弘）　 　 　 　 　 　 　 　 　 ．

　　 （答） （1＞過 ヨ ード酸 カ リ酸 化を貍 て そ の ア ル デ ヒ ド基を フ クシ ン 亜硫駿で 檢出。　 （2）個 k の 檢田方法

　 は 從來の 方法 を充分に 批 鍔 し て 改良 ， 或い は 創案した もの で ある 。 　　　 、
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　　 （問） （1）蚕卵の 組織化學的檢 出 を 行 う場合 の 固定 及び 細隊法は如何 。 　 （2）Serosa の 部分に phospha ・

　　　tase は 現われない か 0 （辻田光雄）　　　　　　　　　　　　　　　　　
』
　 t

　　 （答 ） （1）夫 々 の 檢出方 法 に よ り ， 特有の 固定液，細斷方法 を行 う故 ・
一括し て は 申 し上 げ に くい 。

　 （2） Serosa に つ い て は吟味 して い な い 。

　　 （問） Ca の 存在ほ何 に よ つ て 調査 された か 。 （中島雅男）　　　　　　　　　　　　 ．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 L

　　 （答） 岡本氏法 （Ca −Alizarin　S） igよつ た o　　 ’

　　　　　　　 ニ ジ 旨 ス 卵 の 活 性 化 の 分 翫 （録報） 久佐　守（北大・
理

・動 ｝

　ニ ジ マ ス 未受精卵は サ ケ 卵と 同 じ く受精反應 の 成立 に は 卵 の 活徃化と精子 の 進入 とい う 2 つ の 條件 が 獨立

的に必 要 で ある。等調 リ ン ガ ー液中で の 加精は 後者の み充 た さ れ る獣態に 止 ま る た め に 受精反應 の 成立 に は

こ れ を淺水に 5つ す こ とが 必翼 で ある 。
こ の 事實に よ つ て 受糟 に 必 要 な卵の 活性 化の 條俸を あ る程度知 る こ

と が 出來 る 。 卵は リ ン v 一
液 中 で it　 M ！・・rvMA6 を限撒 度 と

tL
こ れ よ り高調 で は活性化の va＄ b・’Rllる ・ 又

蔗衡な どの 非電解質 溶液 で は 濃 度 に 無闘係 に 活性化 され る，即 ち こ の こ とほ外隅の ガく と塩ほ夫 々 活性化 の 促

進及び阻害に闘 して 拮抗す る こ と を 示 して い る 。 鹽 に よ る阻害 に つ い て は ， 陽イ オ ン は 價毀 の 境加 と共に 作

用が 高 ま り，pH に つ い て は H イ オ ン の 増加 は活性化を 阻害す る 。 ま た こ れ らの 活性化及び阻害は 大饅 悉無

律 にtc　5よ うに 思われ る 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ■

　　 ク ロ ガ シ ラ カ レ ヒ受精に 及 ぼ す二 ・ 三 の 陽イ オ ン の 影 響に 戟 て　　出本 喜一郎 （北 大 ・厚 岸臨潟蜜）

　海産魚類 ク ロ ガ シ ラ カ レ ヒ の 卵 の 受篇に 鉗 す る Na
。
　K

，
　Ca ，　Mg の 影響を調 ぺ た 。 各塩化物 の 溶液中での

精子 の 活動を み る と Na コK ＞ Mg ＝ Ca の 順 に 活酸 で あるが ，そ の 受精率は IIIa＞＞ K ＞ Mg ＞ Ca の 順 に 低下

す る 。 こ の 原因 を確 あるた め に 卵 の 感受性 ， 精子 の 進 入 に 對 ナる イ オ ン の 作用 を見 た 詰果家 の 様に な つ た 。

1） 卵 の 感 受性を高 め る 作用ほ Ca 》 Mg ＞ Na ＞ K ，　 2）精子 の 進入を阻止す る作用は Ca ＞ Mg 》耳＞ Na
，

KCI 液中 で は NaCl 液 よ り著 し ぐ受精率 の 悪い 原 因 は 精子 の 進 入が 阻止 され る こ と よ り も K は Na よ り

卵 の 感受性を 高 め る 作用が 弱い こ とに あるの では ない か と思 われ る 。

　　　　　　　　　　 ウ ニ 卵 の 吸 水 に つ い て　大 野 量 亭 （東京學 藝大 ）

　ウニ卵 の 吸水 の 機 樗に つ い て ほ 多 くの 實驗が あ る 。 こ の 實驗で ほ 海水の 濃寓 だ 1ナ を factor に して 取扱つ

た 。 それ で海水を低調 にす るの に海永の 濃度 を
一

定 にし て おか な い で ， 海水の 濃 度の 變化 に 時間を闘係させ

て 本實驗 を 行 つ た 。 こ の 場・含灘永の 濃度 を 5す め る の に綏函蒸溜水 を 用 い た 。

　こ の よ うに し て 實験 した結果は 次 の よ 5で ある 。 こ の 場合 に も受精卵及入エ 的 に 賦活した卵が 未受精卵に

比 して は るか に 透遏性 が 大 きか つ た 。 ま た卵 の 平衡 に達 した乏 きの 容積は 演水を直接低調に した場合 と變 り
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